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浜松市制100周年記念

2011年
パートナーシップ・ミーティング開催要項
１趣　旨
自ら行動できる団体で、他の市民団体または行政と協力して、あるいは企業の協力を得て、今の事業を発展させたり、新規事業を始めたりする団体の提案発表の場を設け、パートナーを探すきっかけづくりの場を提供することにより、市民協働のさらなる拡充を図るために、従来から行われていた「たねからみのり事業」の提案募集を含め、実施する。

また、センター祭りとしての位置づけを図るため、昨年のプレゼンテーションフォーラムをさらに拡大し、事業をパートナーシップ・ミーティングとする。これにより、市民活動団体の活動の様子を紹介する機会を、全館を用いて実施する。さらには、ＣＳＲに積極的に取り組む企業の紹介や、様々な助成金を紹介するコーナーも設けていく。
2　対象となる団体
1 市民活動団体（ＮＰＯ法人を含む）
2 行政
3 民間企業

4 地縁団体
5 その他（大学のサークル、商店会など）
3　申込方法
（１）企画提案団体
　　平成23年5月31日（火）午後9時までに、企画提案書を提出する。ただし、企画提案書の様式は問わない。
　※応募者多数の場合は、市民協働推進課と市民協働センターが企画提案書により協議し、年内の提案団体を調整する。

（２）活動発表団体
平成23年5月31日（火）午後9時までに、団体の活動のようすを紹介したい市民活動団体を募集する。１階サロンと２階アトリエを活用し、団体の活動を紹介するポスターセッションステージを設ける。（希望団体）
　※応募者多数の場合は、市民協働推進課と市民協働センターが企画提案書により協議し、年内の提案団体を調整する。

4　参加・聴講団体への呼びかけ
1 企画提案発表団体の調整後、発表内容の概略をまとめる。
2 ライオンズクラブ、ロータリークラブや商工会議所、浜名湖頭脳センターなどを通じて民間企業への聴講を呼び掛ける。
3 市民協働推進課を通じて、行政の参加・聴講を呼び掛ける。
4 市民協働センターのメーリングリストなどを活用するのはもちろん、浜松市社会福祉協議会や西部パレットなどの協力を得て、各種市民団体へ呼び掛ける。

5 浜松市自治会連合会への呼びかけを行うほか、各区の協議会に対しても通知する。
5　応募事前説明会
　と　き　平成23年5月12日（木）、午後6時30分から
　ところ　浜松市市民協働センター2階第3研修室
6　提案発表の事前説明会
　　企画提案のあった団体に対しての事前説明会を実施する。加えて、プレゼンテーションの方法に不安のある団体に対しては、パワーポイントを使用した、効果的なプレゼンテーション方法の講習を行う。
1 発表者事前説明会
　と　き　平成23年6月5日（日）、午後1時30分～午後2時30分
　ところ　浜松市市民協働センター2階第1研修室
　内　容　発表時間数、発表順の決定、昨年度協働に成功した事例発表。
2 効果的プレゼンテーション方法の講習会
と　き　平成23年6月5日（日）、午後3時～午後4時
ところ　浜松市市民協働センター2階第1研修室
講　師　（株）東海まちづくり研究所　代表取締役　山内秀彦
（浜松市市民協働センター指定管理者代表）
7パートナーシップ・ミーティング
と　き　平成23年6月24日（金）～26（日）
ところ　浜松市市民協働センター全館

内　容　●市民活動団体ポスターセッション・・・1階サロン・２階アトリエ

　　　　●企業のＣＳＲ及び助成金紹介コーナー・・・第１・２研修室

　　　　●マッチングルーム・・・第３研修室、２階ギャラーの主催者控室

　　　　●講演会及びプレゼンテーションフォーラム、縁側パーティー

・・・２階ギャラリー

　　　　●特別企画「東日本大震災支援事業」・・・岩手県物産展

日　程　●６月２４日（金）

13：00～21：00　会場準備
　　　　●６月２５日（土）

9：00～10：00　準備

10：00～17：00　ポスターセッション（市民活動団体がパネル等の前で説明）
　　　　　13：00～15：00　講演会

　　　　　15：30～17：00　昨年の協働事業成果発表会

　　　●６月２６日（日）
　　　　　 9：00～14：00　ポスターセッション

（市民活動団体＆企業のＣＳＲ＆助成金コーナー）
　　　　　14：00～15：00　プレゼンテーションフォーラムpart1

　　　　　15：00～15：30　休　憩
　　　　　15：30～16：30　プレゼンテーションフォーラムpart2

　　　　　16：30～18：00　縁側パーティー

プレゼンテーションフォーラムの方法　

1 基本的には、すべての団体が発表。
2 発表順に登壇していただき、協働して事業実施を行いたい、あるいはさらに詳しく話を聞きたいなど興味を持った聴講団体に、挙手をお願いする。
3 第３研修室、ギャラリー東側に、出会いの間を設け、その場で名刺交換などの連絡先の交換や、今後の事業展開の概略を話し合っていただく。
4 今後の交流機会の拡充を図るため、縁側パーティーでは、発表団体や聴講団体がそれぞれ交流していただく。

ポスターセッションの方法
1 来場者に、ポストイットを手渡し、協働したい団体、関心のある団体のパネル展示に対して、コメントを添えて貼り付けていただく。

2 直接話のしたい方は、その場で、あるいはマッチングルームにおいて協働の可能性を話し合っていただく。

3 話し合いに至った団体については、センター職員が簡単な調査票（関心を持った理由、事業へのアドバイス、協働の可能性、今後の展開）を記入し、マッチングに至った理由、至らなかった理由などを調査する。

8岩手県物産展

1 東日本大震災において多大なる被害を受けた岩手県の、復興を支援するためにチャリティーの趣旨の下、岩手県物産展を実施する。

2 売上金のすべては、岩手県を通じて震災復興にお使いいただく。

3 送付いただいた物産は、２５日~２６日をメインに販売し、基本的にはすべてを売り切るまで、期間を延長して実施する。

4 販売員については、浜松市市民協働センター指定管理者がアルバイトを手配し、実施する。（現地から人員の派遣があった場合は、この限りではない。）

9フォローアップ
　パートナーが決定し、事業実施等にこぎつけることができた提案に対しては、必要に応じ、オブザーバーとして市民協働センターのスタッフが事業参加するほか、情報発信（情報誌やホームページ）のお手伝いを行う。また、次年には、プレゼンテーションフォーラムの事前説明会において、成果発表を行っていただく。

　また、パートナーの決定に至らなかったが、すぐれたアイディアの提案があった団体には、浜松市民協働サポートグループから、グランプリ5万円、準グランプリ3万円、優秀賞2万円の賞金を贈呈するとともに、アイディア賞として表彰する。
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